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Iはじめに

A病棟では、術後の床上安静や離床困難な

患者に対して静脈還流やリンパ浮腫の改善、

術後の肺塞栓症予防などの目的で圧迫療法を

実施している。

弾性包帯では、末梢側から中枢側へ同じ力

で引っ張りながら巻くとラプラスの法則より

足部から大腿部に向かつて圧迫圧は低下して

弾性ストッキングのような段階的圧迫庄の維

持が可能となる。また、部位や規格に合わせ

て準備する必要もなくすぐに使用できること、

圧迫圧が調整できること、廉価であることな

ど利点が多い。弾性ストッキングは、段階的

圧迫圧を容易に維持できるが、装着部位に創

部があたる時、下肢欠損や足の太さが規格に

合わない時、装着時の不快感や皮膚トラブノレ

の発生などの問題が生じることも多い。

弾性包帯は同一人が巻いても常に同じ圧迫

圧で巻くことは難しく、人によって圧迫圧は

それぞれ異なるなどの欠点を有するとも述べ

られている 1)2) 3) 4）。

A病棟では、看護師間での巻き方やテープ

等の固定方法に違いがあるなど弾性包帯を巻

く手技に統一性はなく、実際圧測定も行われ

ていない現状ある。そこで、現在の巻き方に

よる圧測定と効果的な弾性包帯の巻き方につ

いて勉強会を実施し、その直後、 1ヶ月後に

も圧測定を行った。このような勉強会実施の

学習効果を評価することにより、圧迫療法が

必要な患者に対して、確実に治療効果が得ら

れることに役立つと考える。
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病棟看護師を対象に現在の巻き方での圧測

定と効果的な弾性包帯の巻き方の勉強会を実

施し、その直後・ 1ヶ月後に再度圧測定を行

い、適切圧で巻いた人数で検定して勉強会の

学習効果の実態調査を目的とした。

E方法

1.研究対象：病棟看護師 16名

2.研究期間： 2013年 9月 4日～11月 15日

3.研究内容：対象に現在の巻き方による圧測

定と圧迫療法と効果的な弾性包帯の装着方法

の勉強会を行った。その直後及び1ヶ月後に

圧測定を実施した。圧測定の方法は、対象が

研究メンバーの足部から膝下までサポーテッ

クス⑧で巻き、他の研究メンバーが体圧測定

器セロ⑧で下腿下部（排腹部内側内蝶上

5cm）・下腿上部（排腹部内側膝関節下 5cm)

の2点部位の圧迫圧を測定・記録した。また

弾性包帯の巻き方についてのアンケートも測

定毎に実施した。

4.データ分析方法：勉強会直前・直後・ 1ヶ

月後の測定圧を、低圧、適切圧、高圧と 3段

階に当てはまる人数をそれぞれグラフ化した。

適切圧は下腿上部：10-14mmHg、下腿下

部：16-20町田g3）とした。グラフから適切圧と

不適切圧（高圧十低圧）の人数を2群に分類し、

直前と直後、直前と 1ヶ月後、直後と 1ヶ月

後についてマクネマー検定を行った。

5.倫理的配慮、本研究は、院内看護研究倫理

委員会の承諾を得た。
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N結果

測定圧は、勉強会前下腿下部 17.40 ± 

7.60mmHg・下腿上部 13.53士6.50mmHg、勉強

会後下腿下部 16.42土5.96mrr出g・下腿上部

12. 87±4. 82mmHg、1ヶ月後下腿下部 18.31± 

5.66mmHg・下腿上部 12.81土3.94mmHgであっ

た。
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図1.圧迫圧測定の人数の時間的経過（下腿上部）
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図2.圧迫圧測定の人数の時間的経過（下腿下部）

また、勉強会直前と直後、直前と 1ヶ月後、

直後と 1ヶ月後において、適切圧（下腿上部

10-14mmHg、下腿下部 16-20町田g）と不適切圧

で巻いた2群に人数を分類し、マクネマーの

検定を行ったが、それぞれの場合に有意差は

なかった（p>O.01）。（図 1、図 2）。
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図3. 「弾性包帯の巻くときどのように巻いているかj集計結果

アンケート結果は、勉強会の実施にかかわ

らず著しい変化はなかったため検定は実施し

なかった（図 3.）。

V考察

勉強会前後・ 1ヶ月後に、適切圧で巻いた

人数に有意差が見られなかったことから勉強

会実施の効果はみられなかった。カークパト

リック 4段階教育評価 5）には、 1.反応、 2.学

習、 3.行動変容、 4.結果の4つのレベルがあ

り、民間及び公共部門の研修評価では、アメ

リカでは7割、国内でも広く使用されており、

この評価方法に基づいて考察した。

「レベル 1（反応）勉強会の満足度を評価

する」について今回の研究では、学習効果の

評価指標は、圧迫圧の測定結果からの評価で

計画をしていたため、勉強会内容の満足度を

評価できるアンケート調査は実施しなかった。

レベルを飛び越えての評価はできないため、

勉強会実施後の満足度調査も必要で、あったと

考える。

「レベル 2（学習到達度）学んだ知識・技

能・態度で理解度を評価をする」では、図3ー

から弾性包帯の基本手技として「同じ引っ張

り、同じ重なりで巻くJ結果に大きな変化な

かった。「以前に転がすようにして巻きなさい

と習った。Jとの声も多々あり、根拠有る説明

をしたにも関わらず、「皮膚に転がして巻くJ

の回答数に変化はみられなかった。新しい知

識の受け入れが困難であり、 1ヶ月後「意識

していなし1」の回答が出現しており、時間経

過で取得した知識薄れてしまうリスクがある

ことも考えられる。勉強会終了後には、参加

者同士で弾性包帯を巻きあってもらい、圧測

定をして自己の圧迫圧を確認してもらう予定

で、あったが、業務上の事情で中止となり、各

自で実技や圧測定をしてもらうように伝えた。

その後、実際にしてもらったかの確認や配布

資料を読み返してもらうようなフォローもと

くにしていなかったため、受講者だけでなく

主催者側にも問題があったと考えられる。

「レベル 3（行動変容）勉強会後に行動が

変化したかをみるJことは、圧測定して技術

の向上がみられたかを評価基準に値すると考

-126 -



えた。相関あるデ｝タ採取をして検定した結

果から有意差は認められなかった。検定結果

だけで効果なしであったが、行動変容を妨げ

た問題点には、次のようなことも考えられる。

適切圧は、ごくわずかな値のずれがあっても

不適切圧として判断したが弾性包帯の使用時

の巻く強さは足のしびれや痛みを感じない程

度 1）と述べられており、数値化しての判断に

は限界があったのではないかと考える。また、

勉強会後に配布資料の見直しゃ巻き方の練習

を促すなど行動変容への積極的な介入はして

いなかったことがあげられる。

「レベル 4（組織貢献度）技術向上によっ

て愚者への貢献度をみる」までには今回の研

究では至らない。それは、弾性包帯による圧

迫療法が患者に対して確実に治療効果を得る

ことにも相当することである。

レベルにそって学習効果を評価することで

様々な視点から問題点が明らかになった。弾

性包帯の技術は、勉強会実施だけでは技術習

得が困難であるとも考える。今後の方向性と

して、勉強会実施後には、テスト等行い、知

識の定期的な確認など、フォロー体制の確立

や圧測定器など使用して客観的な視点での自

己の技術確認やマニュアル作成をして、技術

統ーをはかる業務改善の介入が必要であり、

今後の課題とも考える。

VI結論

1.カークパトリックの4段階評価に沿って弾

性包帯の勉強会における学習効果の評価した。

今回の研究では、成果はみられなかったが、

各レベルで問題点を明確にすることができた。

測定の検定結果だけで学習効果を評価するの

ではなく、勉強会の主催者側、参加者側に何

らかの問題はないかよく吟味することも必要

である。

2.勉強会の学習効果は、知識に定期的な確認

などの実施後のフォロ｝体制の確立や測定機

器使用やマニュアル作成など業務改善の介入

で向上の可能性がある。
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